
教育シンポジウム2023

主 催：徳島大学理工学部・工学部ＦＤ委員会

日 時：2023年1月11日（水）～3月17日（金）

開催方法：オンライン（オンデマンド形式）開催



教育シンポジウム２０２３の開催に際して 

 

大学は、価値を創造し、新たな社会を築く人材を輩出する最高の学府として、高度な専門

知識はむろん、生涯にわたって学べる力、他者とのコミュニケーション力、未知の課題に取

り組む創造力など、新たな人材を育成する機能増強が求められています。 

理工学部では、平成２８年の理工学部への改組に代表されるように、教育プログラムの改

革、改善に常に努めております。来年度からは、新たに医光／医工融合プログラムを 30人

の定員で設置します。一方、令和２年初めからは、新型コロナウイルス感染症対策として、

教育の場での人的な接触の機会を減らすため、オンラインやＬＭＳの活用といった新技術

を導入した教育形態の開発が迫られましたが、これを乗り越える中で、従来の枠にとらわれ

ない、新たな教育方法や学習指導が多数提案・実践されています。 

このことから、多様な試行の成果をお互いに共有し、教育の質を高めるというＦＤ・ＳＤ

活動の重要性は従来になく高まっていると言えます。本学部ではこうしたＦＤ・ＳＤ活動の

一環として、工学部時代から「工学教育シンポジウム」を開催してきました。その後継であ

る「教育シンポジウム」でも一貫して、各学科・コースの多様な取り組みを紹介いただき、

その効果や課題を共有し、意見を交換することで、今後の各コースでの新たなＦＤ・ＳＤ活

動の展開と教育改善へとつながることを目的にしています。 

過去の会合では、直接言葉を交わしながら同じ悩みを共有し、問題に挑戦する同僚に勇気

付けられる、まさしくＦＤ・ＳＤ活動の本旨が実践される場でした。しかしながら、令和元

年度には新型コロナウイルス感染防止のため会合は初めて中止・報告の発行のみとなり、そ

の後の２ヶ年はオンライン開催となりました。今回も前回同様オンライン（オンデマンド方

式）での開催となりましたが、コロナ禍での授業等における様々な工夫に加えて、そのよう

な授業環境が大学教育にどのような影響をもたらしたのかを分析する発表、さらには、SDGs

や国際交流など今日の大学に期待される重要なテーマに関連する発表もございます。 

視聴いただいた方には Forms によるアンケートをお願いしておりますが、共有を深める

ためにも貴重なご意見をお伺いしたく、ぜひ多様なお声をお寄せください。 

最後に、本シンポジウムの開催に協力いただいた、理工学部・工学部ＦＤ委員会委員をは

じめ、各コース並びにセンター等のＦＤ委員及び教職員の皆様、調整・編集にご尽力いただ

きました理工学部関係諸係の皆様に厚く御礼申し上げます。   

 

理工学部長・工学部長  

大学院先端技術科学教育部長  

大学院創成科学研究科理工学専攻長 

武 藤  裕 則 



教育シンポジウム２０２３ 

 

 

共催：徳島大学理工学部ＦＤ委員会・工学部ＦＤ委員会 

 

開会挨拶 

理工学部長・工学部長 

大学院創成科学研究科理工学専攻長・大学院先端技術科学教育部長  武藤 裕則 

 

【プログラム】 

 

１．社会基盤デザインコースの各研究室の HP 更新に関する学生アンケートおよび授業改

善のための取り組みに関するヒアリングの報告    

社会基盤デザインコース/建設工学科  橋本 親典 

 

２．プロジェクトマネジメント基礎の課題として取り組んだ SDGs 

   機械科学コース/機械工学科  日下 一也 

 

３．「STEM演習」実施方法の継続的改善 

   応用化学システムコース/化学応用工学科  南川 慶二 

 

４．大人数講義におけるハイブリッド形式の試み 

   電気電子システムコース/電気電子工学科  北條 昌秀 

 

５．ソフトウェア設計及び実験（2年次実験科目）におけるコロナ対策 

   知能情報コース/知能情報工学科  吉田 稔 

 

６．光関連人材育成強化を目的とした光情報教育システムの運用  

   光システムコース/光応用工学科  鈴木 秀宣 

 

７．基礎解析演習１（２年生前期演習科目）に対する取り組み  

   数理科学コース  大沼 正樹 

 

８．技術英語基礎１（化学）におけるオンライン対応とその工夫 

   自然科学コース  上野 雅晴 
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９． コロナ禍における学生プロジェクト活動の変化とその成果について 

高等教育研究センター学修支援部門創新教育推進班  森口 茉梨亜 

 

１０．グローバルインターンシップ 

    国際連携教育研究センター  安澤 幹人 
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１．社会基盤デザインコースの各研究室のHP更新に関する学生アンケート 

および授業改善のための取り組みに関するヒアリングの報告 

 

 

社会基盤デザインコース/建設工学科 橋本 親典・中田 成智 

 

講演要旨 

社会基盤デザインコースのＦＤ委員会の活動の１つとして、昨年度に各研究室の HP を更新した。

それまでは、各研究室で独自のＨＰの運用であったが、3 年次前期開講のキャリアプラン演習で作成

した各研究室の紹介のための動画あるいはスライドをＨＰにリンクし、3 年次のキャリアプラン演習

受講生以外にも公開した。 

この更新に対して、本コースの学部生および大学院生に対してアンケートを実施し、今後の社会基

盤デザインコースのHPの更新の参考にすることとした。なお、今年度後期には、本コースのHPを

全面的にリニューアルすることになっている。 

7 つのアンケートならびに自由記述を、forms を使って学部 1 年生から修士 2 年までのコースの学

生に 6月末から 7月末の約 1か月間実施した。158件の回答があった。アンケート結果について報告

する。Fig.1にアンケートの質問を紹介する。ただし、選択肢は省略。 

 また、コロナによる BCP レベルが３から１になることによって、講義形式がリモート講義から

対面式講義に戻りつつある。ほとんどの教員が経験していなかったリモート講義であったが、対面式

講義とは異なる授業形式において、授業改善を取り組んだ教員に対して個別にヒアリングを実施した。 

その結果を報告する。 

 

 

 

1 あなたは、入学前に社会基盤デザインコースのHPを見たことがありますか

2
１の質問で”あります”と回答した方は、社会基盤デザインコースへの入学にあ
たって、本コースのHPで参考になった情報について回答してください。複数回
答可能です。

3 あなたは、入学してから社会基盤デザインコースのHPを見たことがありますか

4
３の質問で、”あります”と回答した方への質問です。あなたは、何回くらい見た
ことがありますか

5
３の質問で、”あります”と回答した方への質問です。どの研究室のHPを見たこ
とがありますか？　複数回答可能です。

6
３の質問で、”ありません”と回答した方への質問です。なぜ見ないのかの理由
を教えください。

7
最後に、社会基盤デザインコースの研究室のHPの情報としてなにがあればい
いと思いますか？

Fig.1 アンケートの質問内容 
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２．プロジェクトマネジメント基礎の課題として取り組んだ SDGs 

 

機械科学コース 日下 一也，社会基盤デザインコース 金井 純子 

高等教育研究センター 森口 茉梨亜，応用化学システムコース 平野 朋広 

電気電子システムコース 上手 洋子，知能情報コース 寺田 賢治 

 

講演要旨 
平成 25 年度から開講しているプロジェクトマネジメント基礎は，理工学部 理工学科 光システム

コースを除く全コース 2年生対象の選択 2単位の科目である。本年度もコロナ感染予防対策として履

修制限を行い，履修希望者 179名の中からレポート審査で 98名の受講を許可した。「あなたは何故こ

の授業の履修を希望するのか」を問うレポートを課し，学習意欲の高い学生を選抜することにより授

業内で実施するチーム活動に良い影響を及ぼすことがコロナ禍の 3年間実施して明らかとなった。本

年度の課題は，「大学生が取り組む新しい SDGs活動の企画設計－17目標の内の 1から 4のいずれかを

達成－」とした。17目標の 1から 4とは，「1.貧困をなくそう」，「2.飢餓をゼロに」，「3.すべての人

に健康と福祉を」，「4.質の高い教育をみんなに」である。1班 7名で 14班に分かれて課題を達成する

企画設計に取り組ませた。表 1に各班の企画内容をまとめた。企画内容が重複することもなく，各班

が特徴を活かした大学生ならではの企画が提案された。提出物の一つに設計した企画内容について模

造紙 1枚のポスターにまとめさせた。図 1に今年度最も高い評価を得た 4班の「フェアチェー」企画

ポスターを示す。大学生にフェアトレードを身近に感じてもらうという目標を立て，大学祭を活用し

て映える飲料チェーを販売する企画である。フェアトレードとは開発途上国で生産される原料や製品

を適正な価格で継続的に購入するシステムである。日本のフェアトレードの認知度および 1人当たり

の年間購入額は先進国で最低クラスであり，これを改善したいと目標を立て，学生ならではの企画を

設計した。5つの評価項目において，独創性 1位，有用性 3位，実現可能性 1位，採算性 1位，発表

準備 1位と他班に大きく差をつけて優勝した。SDGsの課題設定は，学生の興味を引き付ける効果があ

り，最後まで熱心に課題に取り組む姿勢が見られた。 
 

Table 1 大学生が取り組む新しい SDGs 活動 

 
Fig. 1 企画ポスター 

班 企画内容 達成番号 
1 班 貧困地域で教育が受けられる食堂 1, 2, 4 
2 班 朝ごはん食堂 1, 2, 3 
3 班 ほこで地元企業に触れるんじょ！ 4 
4 班 フェアチェー 1, 2 
5 班 介護アルバイトマッチングアプリ 1, 3, 4 
6 班 EFJ 4 
7 班 あそびで教育 4 
8 班 全国栄養アプリ 3 
9 班 Left Ubers 2 

10 班 
チェリレコを普及させて 
自転車事故を減らそう！ 

3 

11 班 徳得サイクル 3 
12 班 地域に根差した貧困の解決 1, 2 
13 班 ごはんや GO！ 3 
14 班 高卒認定試験オンラインクラス 4 
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３．「STEM 演習」実施方法の継続的改善 

 

 

応用化学システムコース/化学応用工学科 南川 慶二 

 

講演要旨 
 応用化学システムコースの「STEM 演習」は、理工学分野の導入教育として 1 年次後期に開講して

いる。2022 年度には前半 10 回を学生のグループ活動と発表、後半 5 回を講義・演習形式としている。

前半は 4 名程度のグループで専門分野の課題を自主的に設定し、文献調査や簡単な実験等の活動を行

った成果を発表する。後半は各自が冬休みの課題として作成したレポートを題材として学術文章作成

の演習を行う。これらを通して専門分野の早期体験や学習意欲向上と、文章作成力やプレゼンテーシ

ョン力、協働力などの育成を目的としている。各グループにはアドバイザー教員が指導にあたり、学

生と教員および学生同士のコミュニケーションを促進する役割も果たしている。 
 STEM 演習の実施内容や方法は、改組前の工学部化学応用工学科において約 20 年にわたって実施

してきた創成学習科目を継承している。当初から全教員がグループの指導に参加するとともに内容や

発表会の形式等についての意見交換が活発に行われ、学科 FD 活動の一環として位置付けられてきた。

理工学部への改組に先立って導入された大学教育再生加速プログラム「徳島大学 SIH 道場」の目標は

化学応用工学科で実施してきた創成学習と重なる部分が多く、改組後の応用化学システムコースの

STEM 演習は SIH 道場を補完する科目となっている。前期に実施されていた創成学習とは異なり、

STEM 演習は後期に設定された。入学直後よりも大学生活に慣れており、グループでの意見交換やプ

レゼンテーション準備などの活動がスムーズにできる利点があるが、欠席者が目立つ傾向にあるなど、

半年間で大学生活に慣れたことでモチベーションが低下している可能性も示唆される。 
 創成学習・STEM 演習では、グループで協力しながら一つの課題に取り組むことを指導している。

4 名程度のグループ全員が共通するテーマを設定し、役割分担を話し合い、最終的には一人あたり 5
分程度の発表をつなげて一つのプレゼンテーションとして発表する。アドバイザー教員は基本的に助

言することが主な役割である。テーマの選定方法や発表会の実施方法等は、化学応用工学科において

何度も見直しが行われた。テーマの選定にある程度の条件をつけた場合もあった。現在では多様性を

重視する方針で幅広く化学に関連することのみを条件としている。発表形式についてもさまざまな検

討がなされてきた。一つの会場で全グループが順番に発表する形式や複数の会場で並列進行する形式

のほか、ポスター発表を実施したこともある。最近の STEM 演習では複数の会場に分散して 3 グル

ープ程度で発表と相互評価を行う形式をとっている。小さい会場ではあるが一人一人が口頭発表を行

うことで適度な緊張感もあり、教員の目が行き届き、指導や評価が適切に行われることが利点である。

学生自身も教員と同じ項目でルーブリックによる自己評価を行い、教員の評価と比較して振り返りレ

ポートを作成することでフィードバックが行われる。 
 後半の文章力を中心とした演習では、課題として科学分野の書籍シリーズ「ブルーバックス」から

一冊を選んで、その内容を指定された形式で要約して自分自身の意見等を加えた報告書を提出する。

学術的文章作成法についての講義に基づいて改訂版を作成する過程で、客観的・論理的な考え方と実

践的な文章作成を指導する。これによって、前半のグループ学習とは別に個人の汎用的技能向上につ

ながる教育を実践している。 
 以上のように、20 年以上にわたってさまざまな観点から継続的に改善が繰り返されたことで、現状

の実施方法はある程度効果的に運用できている。近年のコロナ禍によるオンライン化の急速な進展な

ど、学習環境の変化は今後も想定する必要があり、学生の意見も考慮しながらさらに改善を続ける予

定である。 
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４．大人数講義におけるハイブリッド形式の試み 

 

 

電気電子システムコース/電気電子工学科 北條 昌秀 

 

講演要旨 
本学部においても、新型コロナウイルス感染症の拡大防止に最大限配慮しながら、学生の学修環境

の維持と学びの双方向性の確保に各教員が尽力して講義を進めているところである。2022 年 12 月現

在、混乱状況が改善されてきたものの、依然として感染防止策や、体調不良の学生への適切な対応と

配慮が必要な状況に変わりがない。本稿では、100 名を超える受講者に対する講義での取り組みを紹

介したい。 
対面講義では、講義途中の演習や質疑応答において黒板や PC などあらゆるツールを使った即時か

つ双方向の学習が可能であるうえ、実物に触れる機会も提供できる魅力がある。しかし、大人数講義

では、入室可能な人数制限のため、登校時に着席可能な座席が教室内になければ受講ができないこと

になる。同じフロアに 2 教室をお借りしたが、その時点で 1 教室はライブ形式のオンライン講義とす

る必要が生じたことからハイブリッド形式の取り組

みを始めた。対面講義の出席者に対しても受講中に

講義資料を参照しやすくするため、講義資料は前日

配布を心がけており、学生によっては事前に印刷し

て書き込みながら受講している者もいるようであ

る。教室では、Fig. 1 のように教卓からTeams に参

加し、その共有画面を教室備え付けのスクリーンに

投影しながら講義を進めている。オンライン形式で

は教科書併用の重要性も高いと考えており、説明内

容に対応する教科書のページ番号を明示するように

しており、受講生からは好評を得ている。 
一方、ハイブリッド形式を行い始めて、大人数の対面講義では難しかったことが実現可能になって

きたように感じていることがある。まず、対面では実物を見せることができるが、果たして全ての学

生が説明箇所をしっかり見ているかどうか、また人数が多いと後方から眺める学生は本当に見えてい

るかどうか、心配な面もあった。しかし、カメラで中継しながら説明をすると、説明箇所が学生によ

く伝わっているようであり、またズーム機能を使うと後方の学生にもよく見えるようにすることもで

きる。加えて講義後にその実物に触れてみたことで、重さや大きさも実感できたようで、伝えられた

ことが多かったと考えている。その動画は録画して共有すれば、講義後に一時停止して確認すること

もできるため、教科書の図面と実物を対応させながらの復習や理解度向上にも役立ててもらえそうで

ある。大人数では入れない実験室からの中継も面白いと思われる。次に、これまでは受講生に反応を

求める方法は、レポートを除けば、挙手やアンケートしかなく、大人数講義ではクリッカーを用意す

ることも難しかったが、リアクションボタンを使って反応を求めることができるようになった。今後

は投票機能なども活用したり、チャット機能を使った意見募集とそれに対するリアクションに参加を

求めたりするなど、双方向性の充実に工夫を凝らしたいと考えている。 
ただし、対面講義に出席している学生と、オンライン受講で集中力が途切れてしまった学生との間

で、学びの成果に差がないとは言えない。ライブ形式では同時性は確保されるため、一定の緊張感は

あると考えられるものの、対面形式における一体感には及ばないと考えられる。また、従来の板書が

緊張感と記憶定着に効果があったことも事実であろうから、今後は従来の講義方法に単純回帰するの

ではなく、ライブ感を維持しながら双方向性の学びに繋がる工夫を続けたいと考えている。 

 

Fig. 1 ハイブリッド形式での講義のようす 
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５．ソフトウェア設計及び実験（2 年次実験科目）におけるコロナ対策 

 

 

知能情報コース/知能情報工学科 吉田 稔 

 

講演要旨 
ここ数年、新型コロナウイルスへの対応から、多くの授業がリモートでの実施を余儀なくされ、実

習科目においても、対面授業を最小限にとどめる対応がとられてきた。しかしながら、今年度におい

ては、アフターコロナでの授業実施、特に、実習科目での授業実施を、コロナ前に戻していく（ある

いは、コロナ禍での知見をもとに、リモートの利点をも取り入れた形式に進化させていく）、という方

向性を模索する段階に入ってきている。 
 本講演では、知能情報コースの２年次実験科目である「ソフトウェア設計及び実験」における、今

年度のコロナ対応について述べる。今年度は、対面での授業実施をどのように復活させていくか、と

いう方法を担当教員間で模索している段階であり、これに関する具体的な取り組みを紹介する。 
 以下、今年度のこれまでの対応の概要を示す。年度初めにおける対応は、以下のものであった。 

・manaba における資料で予習させる。（反転方式） 
・実際の作業は、電算室で行う。 
・ただし、希望者は、自宅での作業も可とする。 
・電算室か自宅か、事前に回答させる。 

また、電算室利用に際しては、以下の注意喚起を行った。 
・体調不良時には来ない 
・マスク着用 
・電算室に入る際の手指アルコール消毒 
・定期的な換気 
・大声でしゃべらない 
・ソーシャルディスタンスを保つ（PC が設置されていない席には座らない） 
・マウスは持参のものを使う 
・ビニールシートを設置し、キーボードに載せて使う（持参のビニール手袋でも可） 

 このうち、最後のビニールシート使用に関しては、利便性が著しく低く、感染防止効果もそれほど

期待できないことから、また、感染状況が落ち着いてきたこと、大学全体でも対策緩和の方向にある

ことから、6 月頃より、試験的に撤廃することとした。 
 また、感染状況が落ち着くにつれ、電算室使用者のリストも定期的に更新することとしている。 
 本科目は、前期末・後期末にコンテストを行うこととしている。これは、学生全員の作ったゲーム

プログラムを互いにプレイするもので、リモートでも実施可能なものではあるが、前年度に対面で行

ったコンテストが学生からの評判が良かったこともあり、以下の対策をして対面で実施した。 
 ・2 部構成とし、一度に電算室に入る学生の数を減らす。 
 ・表彰式は全員参加だが、Teams での配信も行い、リスクを回避したい学生へ配慮する。 
上記のような対策を行った結果、前期の授業は、大きなトラブルは無く実施することができた。 

 後期では、グループによるプログラム開発を行うため、これに対する対応が求められている。現在、

複数の部屋を利用し、また対面とリモートを併用することで、密を避ける運用を行っているが、今後

の状況に応じて、柔軟に対応していく予定である。 
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６．光関連人材育成強化を目的とした光情報教育システムの運用 

 

 

光システムコース/光応用工学科 鈴木 秀宣 

 

講演要旨 

平成 30 年に採択された地方大学・地域産業創生事業の中で，大学院改革による光関連人材育成の

強化の取り組みの一つとして，光応用棟 4階の教育用計算機室に大学院での講義や地域産業連携を目

的とした光情報教育システムを導入した．物理シミュレーションや画像処理に特化した計算機 20 台

を設置した計算機室であり，ヘッドマウントディスプレイ（VIVE Pro，6台），VR開発環境（オメガ

スペース，6台），3Dプロジェクタ（PG800X，1台），3Dメガネ（Eyes3Shut Omega，20台），3D

スキャナー（EinScan-SP，1 台），360 度カメラ（Insta360，1 台），物理シミュレーションソフト

（Comsol，20 台），Graphics Processing Unit（GeForce RTX2070，10 台），Windows サーバ（1

台），Webサーバ（1台）からなる（Fig. 1）．「物理シミュレーション」「3Dデータ解析」「VR」の 3

つのカテゴリーで講習会，実習，教材作成を実施しており，光技術関連企業のニーズにさらに答えら

れる教育プログラムへ発展させながら「光情報」専門人材の育成を継続している．講習会の受講者数

の目標値は 100 名/年であり，これまでの 3 年間の受講者数は目標値を大きく上回る 1,021 名となっ

ている（2019 年度 381 名，2020 年度 288 名，2021 年度 352 名）．令和 4 年度は新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため，オンライン講習のための教材を充実させた．オンラインで閲覧可能な動画は

現在 93本となり，2023年 3月末時点で 100本に到達する予定である。2022 年度の受講者数見込み

は 248名である．今後は，受講者の習熟度に応じたコンテンツの拡充，アンケート調査によるフィー

ドバック，プログラムの体系化，学内・学外における活用の促進を行い，学際的な光情報人材育成を

進める． 

 

 

Fig. 1 光情報教育システムの構成 
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７．基礎解析演習 1（2 年生前期演習科目）に対する取り組み 

 

 

数理科学コース 大沼 正樹 

 

講演要旨 
 基礎解析演習 1 は 2 年生前期に開講される演習科目である。大学 1 年生で教養教育・基礎数学にて

「微分積分学Ⅰ・Ⅱ」を履修しているが計算方法を修得することが主な目的であるため、数学を主と

して学習する上では論証関係については学習が十分にされていない実情がある。本講義では微分積分

学の問題の解答を論理的に説明出来るようになることを目的としている。そのために、各学生に 1 問

の問題を選択し解答してもらい、その解答を全体に説明する形式を取っている。 
 
 学生に解答を説明してもらう手段として、以前は学生に黒板に解答を書いてもらい、その後に解答

の説明をしてもらっていた。私たちが学生のときにはこの様に演習を行っていたが、90 分間の講義内

でこの手続きを取ると、学生に解答を書いてもらう時間をただ待つだけになってしまい、講義の進行

上時間の使い方がもったいない状態になってしまう問題を抱えていた。 
 
 2020 年度の講義から遠隔授業のみに限定される時期に、上記の演習スタイルを維持するために MS 
Teams を使っての学生の解答発表スタイルをとるようになった。この際に、学生から事前に大学LMS
の manaba を使って解答ファイルを送ってもらうようにした。対面授業を出来るようになってからも

黒板に解答を板書するスタイルには戻さずに解答ファイルを送ってもらう形式をとるようにした。本

シンポジウムではその実施の様子の紹介とその学習効果について報告する。 
 
 

  
Fig.１：発表の様子 Fig.２：受講の様子 
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８．技術英語基礎１（化学）におけるオンライン対応とその工夫 

 

 

自然科学コース 上野 雅晴 

 

講演要旨 

３年時必修科目として各年度前期に技術基礎英語１を開講しているが、応用理数コース自然科学系

の学生は受講時点で既に物理・化学・生物・地学の４専門分野に分かれている。そのため本コースで

は各分野から１名ずつ担当する教員を選出し、各分野にまつわる講義を分担して実施している。理工

学部発足における新カリキュラム編成当時から化学分野は筆者が本科目を担当しているが、毎年３〜

４回という担当回数で自然科学に関する幅広い学問領域にまたがる対象受講者に対して講義を行なう

にあたり、専門的な話をするよりは基礎的な内容を多く含むトピックを取り上げ、英語でどう表現す

るかを考えさせる様に配慮した授業を設計している。また、必修であるため他分野の学生であっても

化学という分野に若干でも興味を持たせる工夫として、英語によるオリジナルテキストを事前配布の

上で講義自体は学生実験室にて行ない、実際に器具を用いて簡単な操作を行わせている。 

コロナ禍初期の 2020 年度は、第１波が落ち着き申請すれば対面講義が可能となった 7 月中旬〜8

月初旬に、前年度と同様のプログラムにて学生実験室での対面講義を実施した。しかし、他分野の先

生と講義担当期間スケジュールをすり合わせる必要もあり、翌年以降同様の措置が取れるか不透明な

状況であったことから、本講義のオンラインへの対応を検討した。 

 

2020 年度までは英語で書かれている指示書の内容通りに学生が操作を行ない、その結果に関する

考察を英語で行なう様にしていたが、当時からの問題として、学生の勘違いや誤認により事前に意図

した考察に至らない事例も散見されていた（本講義は英語の授業であるので、操作間違いや解釈違い

での誤回答は成績に反映させていない）。そこでオンライン化に際し、事前配布した指示書の内容通り

に筆者が操作をライブで行い、実験内容や結果・観察された現象やその意図も全て英語で説明する様

にした。結果の記録はManabaで回答させ、併せて考察も英語で記入させる事により双方向の講義が

確保できた。一方で、自分で操作するのと比べライブ配信の視聴では受け身がちとなるため、学生の

理解を深める工夫として実験結果を観察しているかをリアルタイムで確認することを目的として、

Manabaでの回答の他にブラウザベースのクイズアプリKahoot (https://kahoot.com)を利用した演示

した内容に関するテスト及び補足説明を行なう事で講義の質向上に努めた(Fig .1)。 

  

Fig 1. クイズアプリKahootを利用した化学の基礎的な内容に関するクイズや講義内容確認 
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９．コロナ禍における学生プロジェクト活動の変化とその成果について 

 

 

機械科学コース 日下一也，浮田 浩行，社会基盤デザインコース 金井 純子， 

知能情報コース 寺田 賢治， 高等教育研究センター 〇森口茉梨亜，亀井克一郎 

 

講演要旨 
教養教育科目の中の創成科学科目群・イノベーション科目であるイノベーション・プロジェクト入

門（1 年次対象）および実践（2 年次対象）は選択 2 単位の実習科目である。イノベーションプラザ

の審査において活動が認められた学生プロジェクトの 1 年間の活動をもって単位が付与される。2020
年度は 7 プロジェクト 132 名，2021 年度は 7 プロジェクト 195 名，2022 年度は 6 プロジェクト 223
名が所属登録を行い活動した。この所属人数には履修を終えて活動を続ける継続学生も含む。 
コロナ禍 1 年目では，プロジェクトが参加を予定していた大会やコンテストはほとんど中止となっ

た。対面での活動が困難であったことから，遠隔での地域貢献活動の実施や，コロナ禍でも円滑に進

められる活動の方法について模索した。2 年目では，大会やコンテストも開催された。対面での開催

がある一方で、直前で遠隔開催に変更になる場合もあったが、臨機応変に対応し、成果を残すことが

できた。対面での活動がコロナ前に比べて制限される中，計画的に活動を行うことで，成果物を当日

までに完成させ臨むことができた。メディアなどでも取り上げられ，コロナ禍での取り組みについて

の発表も行った。3 年目では，所属している学生のほとんどがコロナ禍での大学生活しか経験してい

ないという状況となった。プロジェクト運営における問題や課題が多く見受けられたため，教職員と

の対話やプロジェクト活動以外の対面活動の機会を取り入れることとした。コロナ禍において様々な

対策をとった中で、計画など具体的な資料提出を行うことで活動の見える化が進んだ部分と対面活動

を制限したために自発的な活動に消極的になった状況について報告する。 
 

  

 
 
 
 

Fig. 1 遠隔での地域貢献活動の実施の一例

（2020 年度）  
Fig. 2 感染症対策をしての対面ワークショッ

プの実施（2021 年度） 
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１０．グローバルインターンシップ 

 

国際連携教育研究センター 安澤 幹人 

 

講演要旨 

少子化が進む中、外国人を雇用する事業所数は増加傾向にあり、また、海外市場の拡大、情報・通信・

輸送の国際ネットワークの高度化により、国内企業のグローバル化が益々進んでいる。そのため、あ

らゆる分野において、コミュニケーション能力に加え、異文化の知識を有し、理解・対応が可能なグ

ローバル人材が求められている。この様な素養を獲得し、グローバルに活躍できる人材を育成する有

用な方法として、海外で行うインターンシップが注目されている。本講演では、本センターを中心に

実施しているグローバルインターンシップの取り組みについて紹介する。 

理工学部（工学部）においては、日本学生支援機構（JASSO）2015年度から 2019年度までは毎年本学

の海外教育研究センターが設置されている国立台湾科技大学のサポートを得て、台湾の企業や研究所

等へのインターンシップ派遣を行ってきた。2020年度、2021年度は新型コロナウイルス感染拡大の影

響により、海外渡航を伴う海外インターンシップは実施できなかったが、2021年 4月からは本学学生

の派遣先でもある台湾の知的財産事務所「恆融智慧財產事務所」とオンラインでの海外インターンシ

ップを開始し、今年度は、オンラインでの海外インターンシップを行った後、台湾に渡航し、対面で

のインターンシップを体験した学生もいた。また、台湾に加え、本学の海外拠点のあるマレーシアマ

ラッカ技術大学（UTeM）とも連携しており、UTeMとインターンシップ協定を締結している現地日本企

業へのインターンシップ派遣について協議している。また、協定校である大連理工大学のある大連市

周辺には、多くの日本企業が進出していることから、企業インターンシップを含む派遣プログラムも

連携して実施する予定である。 

一方、協定校からも学生を日本の企業にインターンシップ派遣したいとの要望があったことから、県

内企業への協力を要請したところ、快諾して頂ける企業もあったが、日本語でのコミュニケーション

力を要件とする企業も多く、ハードルは高いように思われる。しかし、留学生のインターンシップ受

入は企業のグローバル化に寄与すると思われることから、企業に取っても意味のある課題解決型イン

ターンシップを本学学生も加わって行う等、実施法の検討も行っている。ただし、本センターの受入

運営のノウハウは構築できていないことから、当面は派遣先を数社に限定して実施する予定である。 

コロナ禍が終息していないこともあり、双方向グローバルインターンシッププログラムの本格実施に

はまだ時間を要すると思われるが、本プログラムは、参加する学生だけでなく、受入側にもメリット

があると考えられることから、多くの学生が参加するプログラムに発展させたいと考えている。 
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